
や
う
な
所
が
な
い
謬
で
は
な
い
。
元
畜
語
種
の
歴
史
地
理
的
考
謹
を
中
心
と

す
る
論
文
に
於
い
て
其
理
解
を
因
難
な
ら
し
め
る
も
の
ほ
論
理
や
内
容
の
深

遠
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
記
述
の
複
難
の
結
果
に
依
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

所
論
の
本
流
に
直
接
關
係
の
な
い
も
の
ほ
な
る
可
く
註
文
申
に
入
れ
て
欲
し

か
っ
た
。
猫
亦
理
解
に
便
す
る
が
爲
に
隔
心
を
作
り
、
更
に
同
地
異
名
表
の

如
き
も
あ
っ
た
な
ら
と
二
心
ふ
。
例
へ
ば

　
赤
土
一
1
単
利
佛
齊
一
1
金
〔
舎
の
誤
〕
戦
記
逝
1
1
の
匡
く
こ
曙
帥
。
狼
雨
量
一
1
狼
牙

　
脩
一
1
郎
迦
成
昌
凌
露
語
1
一
凌
牙
冥
加
到
龍
牙
躍
角
一
1
び
①
碧
。
・
多
ρ
1
1
穿
薦
㌣

、
鴫
○
碧
旨
一
1
U
p
巳
窮
弩
】
（
ρ

と
い
ふ
が
如
く
に
Q
此
他
3
1
用
の
漢
文
な
ど
も
句
讃
黙
を
付
け
る
親
切
が
欲

し
か
っ
た
。
二
十
一
頁
の
珊
府
一
7
6
鞄
よ
り
の
引
用
文
、
帥
ち
剥
離
五
年
林
邑

賦
火
珠
…
…
法
曽
羅
利
…
園
波
利
國
潰
｝
能
平
林
早
使
賦
方
物
の
如
き
は
こ
の
儘

で
は
讃
み
得
ま
い
。
試
み
に
原
本
に
當
る
な
ら
ば
、

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
五
年
〔
貞
観
四
年
五
月
の
誤
〕
O
林
邑
獄
火
珠
O
状
如
水
晶
Q
羅
正
午
時
0

　
以
珠
承
景
Q
取
更
衣
之
し
跳
火
見
云
。
得
於
羅
利
國
。
波
利
國
遣
使
随
林

　
邑
使
物
方
物
。

と
讃
む
可
き
か
と
思
ふ
。
是
に
依
る
と
軍
に
氏
の
引
用
す
る
記
郵
が
難
讃
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
7
5
鵬
の
異
本
に
で
も
依
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
疑

は
れ
る
程
誤
字
脆
字
が
あ
る
。
鵜
匠
の
唐
書
所
引
の
記
事
に
就
い
て
見
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

通
行
本
に
は
與
婆
利
羅
刹
二
關
使
一
二
僧
來
。
と
な
っ
て
遡
り
、
矢
張
二
字
不

足
し
て
凝
る
。
偶
然
に
原
文
に
穿
つ
た
二
記
事
が
．
爾
者
共
に
斯
の
如
し
と
す

る
と
、
他
の
引
用
文
に
於
て
も
、
そ
れ
が
稽
々
讃
み
難
い
も
の
だ
と
、
直
ぐ

に
無
用
な
疑
ひ
が
掛
け
置
く
な
る
。
此
他
校
正
不
充
分
の
爲
に
生
じ
た
誤
穂

紹

介

が
屡
々
目
に
付
く
Q
勿
論
此
等
の
こ
と
は
何
れ
も
些
細
の
こ
と
で
、
所
論
の
．

儂
値
を
い
さ
玉
か
も
損
ず
る
も
の
で
な
い
の
で
は
あ
る
が
。
妄
評
多
謝
Q
（
菊

版
　
三
八
三
頁
　
東
京
湾
田
榊
保
町
二
　
巌
松
堂
書
店
彫
塗
）
　
〔
小
野
〕

○
囚
貨
け
切
三
図
。
。
一
〇
9
…
U
δ
嵐
。
蜂
2
α
2
Φ
9
鼠
∩
箒
ヲ
匹
。
⇔

　
O
o
の
9
圃
多
韓
○
湯
。
プ
第
二
　
切
鴨
。
ひ
。
訂
～
む
も
。
O
・

　
薯
…
者
タ
ル
ト
・
ブ
ラ
イ
ジ
ヒ
ほ
、
川
場
在
ベ
ル
リ
ン
の
噺
教
授
、
古
く
は
「
近
世

交
霊
史
」
誓
書
（
一
九
〇
〇
1
一
九
〇
繍
）
や
「
世
界
史
の
段
階
箭
造
と
そ
の
諸

法
則
」
（
一
九
〇
蹴
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
最
近
で
は
「
史
的
生
成
論
」
（
一
九
二
五
）

や
「
ド
イ
ツ
精
製
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
」
（
一
九
三
二
）
等
多
緻
の
述
作
に
よ

っ
て
、
我
國
の
史
學
界
に
も
既
に
黒
く
紹
介
濟
み
の
人
で
あ
る
か
ら
、
雁
三

蔵
握
に
於
け
る
彼
の
立
場
な
り
、
十
九
世
紀
以
來
の
濁
逸
史
學
思
想
の
雁
史

の
線
の
上
に
於
い
て
考
へ
ら
る
べ
き
彼
の
位
置
づ
け
な
り
に
つ
い
て
、
今
更

こ
』
に
言
葉
を
費
す
に
も
及
ぶ
ま
い
。

　
さ
て
、
本
書
は
、
題
し
て
「
獲
展
的
歴
史
研
究
の
互
匠
た
ち
し
と
籍
せ
ら
れ

る
。
こ
」
に
云
ふ
「
獲
展
的
燧
史
研
究
」
と
は
、
著
者
に
佐
れ
ば
、
個
々
の
歴

史
事
實
そ
の
亀
の
か
ら
出
置
す
る
の
で
は
な
く
、
長
き
事
實
の
纒
過
か
ら
繊

薄
し
、
且
つ
時
…
聞
を
謡
え
て
そ
れ
を
相
互
に
統
一
に
於
い
て
結
び
つ
け
、
何

年
、
何
十
年
を
一
ま
と
め
に
し
て
鎖
に
蓮
結
し
、
或
は
更
に
進
ん
で
何
世
紀
、

志
士
世
紀
の
蓮
綿
た
る
賢
酒
か
ら
ま
と
ま
っ
た
系
列
を
形
づ
く
ら
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

る
、
史
的
蜀
象
の
取
扱
ひ
領
し
を
諸
天
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
輩
に

　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

「
記
蓮
的
な
歴
史
叙
述
と
の
封
立
に
於
い
て
」
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
從

っ
て
「
記
述
的
な
歴
史
研
究
が
確
か
な
事
實
、
脚
ち
誤
謬
を
沸
ひ
落
さ
れ
た
傳

第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
二
一
九
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紹

介

承
の
再
現
を
以
て
浦
足
せ
ん
と
す
る
に
反
し
て
、
獲
展
的
歴
史
観
究
の
眞
骨
、

頂
は
重
々
の
纂
實
の
聯
關
を
探
求
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
（
以
上
、
＜
G
婆
δ
芦

ω
」
離
よ
り
引
用
）
o

　
そ
れ
故
、
讃
者
は
、
ラ
ン
ケ
の
云
ふ
や
う
な
．
．
男
〇
二
㎝
。
】
三
重
、
．
の
饗
立
概
念

と
し
て
の
、
．
国
暮
’
話
。
囮
添
筆
σ
Q
．
、
の
思
想
を
以
て
、
本
書
の
成
立
を
考
へ
て
は
な

ら
な
い
。
本
書
に
見
出
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
根
抵
に
於
い
て
生
物
學
的
な

有
機
愚
説
の
思
想
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
る
る
と
こ
ろ
の
、
雁
史
的
世
界
を
以

　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
輩
に
蓮
績
の
世
界
と
な
す
片
面
的
な
歴
史
把
捉
の
態
度
で
あ
り
、
こ
れ
に

纏
り
を
磁
ハ
へ
る
も
の
は
、
向
然
科
塊
・
的
な
法
則
概
念
と
の
類
似
に
於
い
て
考

へ
ら
れ
る
塗
壁
段
階
の
思
想
乃
至
は
岡
式
主
義
的
な
考
察
方
法
で
あ
る
。
早

く
云
へ
ば
、
嘗
て
「
糧
界
史
の
段
階
構
造
と
そ
の
諸
法
則
」
を
説
い
た
ブ
ラ
イ

ジ
ヒ
が
、
こ
玉
に
新
し
い
素
材
を
取
上
げ
つ
」
、
蒋
び
姿
を
現
し
て
み
る
に

す
ぎ
な
い
。

　
著
者
の
既
の
や
う
な
草
本
的
立
場
が
、
そ
の
取
上
げ
る
事
象
を
欄
約
す
る

と
云
ふ
こ
と
は
、
勿
論
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
本
書
が
、
そ
の
謄
史
思
想
を
論
述
せ
ん
と
す
る
温
々
ほ
、
洋
の
東
西
を
問

は
ず
、
古
く
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
昔
か
ら
、
近
く
は
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
に
至

る
ま
で
の
偉
大
な
思
想
家
と
し
て
揮
び
出
さ
れ
た
「
E
匠
た
ち
」
な
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
多
く
が
、
そ
の
歴
史
的
な
も
の
の
見
方
に
於
い
て
ー
ー

勿
論
、
思
想
史
的
に
本
質
的
な
相
異
を
な
し
て
み
る
こ
と
は
断
る
ま
で
も
な

い
が
－
多
く
の
場
合
、
な
ん
ら
か
の
意
昧
で
、
ま
た
な
ん
ら
か
の
購
で
、

著
者
自
身
の
腿
史
観
と
一
翼
の
相
通
ず
る
も
の
を
有
っ
て
み
た
人
々
で
あ
る

こ
と
は
、
木
書
を
縮
く
者
の
容
易
に
謂
取
り
翻
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
、

r
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
、
　
二
二
〇

十
四
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア
人
イ
ブ
ソ
・
ク
ハ
ル
ヅ
ソ
や
十
七
・
八
世
紀
の
ナ
ポ

リ
の
入
ジ
オ
ヅ
ァ
ソ
ニ
・
パ
テ
ィ
ス
タ
・
ヴ
ィ
コ
等
の
腿
史
思
想
に
、
窺
書
が
何

故
強
く
力
鮎
を
置
い
て
み
る
か
、
ま
た
本
書
六
〇
一
六
四
頁
に
於
い
て
、
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
先
縦
と
し
て
の
マ
キ
ァ
ヅ
ェ
ル
リ
、
そ
し
て
既
の
爾
者
の
申

聞
に
立
つ
ヂ
ァ
ン
・
ボ
ー
ダ
ン
、
更
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ル
リ
の
先
躍
と
し
て
の
テ
ィ

ツ
ス
・
ウ
ヅ
ィ
ウ
ス
、
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
先
聖
と
し
て
の
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
等
が
、
何

故
特
に
取
上
げ
ら
れ
、
そ
し
て
何
故
彼
等
の
相
互
の
闘
の
思
想
的
脈
絡
が
辿
．

つ
て
行
か
れ
て
み
る
の
で
あ
る
か
、
一
こ
の
や
う
な
こ
と
は
、
ブ
ラ
イ
ジ
ヒ

自
身
の
立
場
の
根
抵
を
知
っ
て
み
る
人
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
微
笑
ま
し
い

事
柄
で
さ
へ
あ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
嬬
著
者
ブ
ラ
イ
ジ
ヒ
は
、
今
吾
々
が
見

た
や
う
な
彼
一
流
の
立
場
に
於
い
て
、
こ
れ
ら
の
廉
々
の
歴
史
思
想
を
紹
介

し
、
解
羅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
史
學
思
想
を
展
若
し
て
ゆ
く
の
で

あ
る
か
ら
、
本
書
は
、
云
は
熔
「
E
匠
し
と
云
ふ
す
ぐ
れ
た
鏡
に
窮
し
出
さ
れ

た
ブ
ラ
イ
ジ
ヒ
自
身
の
見
事
な
映
傑
に
他
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
」
に
揮
び
出
さ
れ
た
進
入
の
「
近
匠
た
ち
」
の
中
で
、
ヴ
ィ
コ

及
び
四
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
勘
．
ち
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
テ
ユ
ル

ゴ
i
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
合
せ
て
五
入
の
偉
大
な
息
想
家
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
．

「
畿
展
転
歴
史
研
究
し
の
「
最
初
の
完
成
嚢
」
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
時

代
的
に
云
へ
ば
、
十
七
世
紀
の
後
牛
か
ら
十
入
世
紀
の
後
牛
に
於
い
て
生
き

た
人
々
で
あ
り
、
こ
れ
を
歴
史
患
潮
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
普
通
に
、
啓
蒙
期

史
學
を
代
表
す
る
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
人
々
で
あ
る
ゆ
本
書
の
第
一
部
「
獲
展

野
々
の
成
立
と
そ
の
最
初
の
完
成
」
は
、
そ
の
雌
牛
を
、
專
ら
こ
れ
ら
の
人
々

の
歴
史
思
想
の
紹
介
と
批
判
と
に
捧
げ
て
み
る
（
四
一
ー
ニ
ニ
七
頁
）
o

（　Li．　1／　O）



　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
そ
の
思
想
的
組
先
を
敵
た
な
か
っ
た
課
で

は
な
い
。
か
」
る
も
の
と
し
て
、
ブ
ラ
イ
ジ
ヒ
は
二
人
の
人
を
爆
げ
る
。
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
イ
ブ
ン
・
ク
ハ
ル
ヅ
ン
と
。
そ
こ
で
、
本
書
の
第
一
部
の
前

記
（
一
〇
一
四
〇
頁
〉
は
、
此
の
…
一
人
の
「
偉
大
な
鹿
骨
馴
し
の
思
想
の
中
に
、

著
者
一
流
の
「
獲
展
思
想
」
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
宛
て
ら
れ
て
み
る
。
爾
、
こ

れ
に
先
立
っ
て
、
本
書
の
ロ
”
頭
に
は
「
序
論
、
雁
史
救
蓮
の
誕
生
」
と
云
ふ
一

、
舗
が
置
か
れ
て
み
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
は
、
別
に
事
新
し
く
云
ふ
べ
き
こ

と
屯
な
い
。

　
狂
い
て
、
本
書
の
第
二
部
に
入
る
と
、
今
度
は
や
し
趣
を
饗
へ
て
、
ド
イ

ツ
入
の
歴
史
患
想
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
亀
入
世
紀
の
ド
イ
ツ
人
の
偉
大

な
旛
史
著
作
」
と
題
さ
れ
て
み
て
う
こ
」
に
は
ヅ
イ
ソ
ケ
ル
マ
ン
、
ユ
ス
ッ
ス
・

メ
ー
ゼ
ル
、
そ
し
て
最
後
に
ヘ
ル
デ
ル
が
取
上
げ
ら
れ
て
み
る
（
＝
二
八
一
二

六
七
頁
）
Q
勿
論
ヅ
イ
ソ
ケ
ル
マ
ン
に
於
い
て
は
そ
の
「
古
代
美
術
史
」
を
、

メ
ー
ゼ
ル
に
於
い
て
は
そ
の
「
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
史
」
を
、
ヘ
ル
デ
ル
に
於
い

て
は
「
そ
の
歴
史
哲
學
の
理
念
」
を
中
心
に
、
此
の
三
人
の
ド
イ
ツ
人
の
研
究

方
法
な
り
、
蒋
作
内
容
よ
り
、
雁
巾
入
田
心
粕
心
な
り
が
、
軸
者
者
猫
自
の
見
解
の
下

に
、
紹
介
さ
れ
、
解
止
さ
れ
、
批
評
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。

“
以
上
は
、
本
書
の
内
容
の
大
陳
と
そ
の
構
成
の
輪
廓
を
簡
輩
に
傳
へ
た
に

す
ぎ
な
い
が
、
要
す
る
に
本
書
は
、
激
発
世
紀
の
佛
・
獅
骨
導
の
史
學
思
想

を
代
表
す
る
七
入
の
思
想
家
を
中
心
と
し
、
之
に
異
色
あ
る
一
入
の
伊
太
利

入
を
加
へ
、
更
に
彼
等
に
配
す
る
に
古
代
よ
り
は
一
入
の
ギ
リ
シ
ャ
人
、
中

世
よ
り
は
】
入
の
ア
ラ
ビ
ア
入
を
以
て
し
て
、
こ
れ
ら
の
入
墨
の
腿
史
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
む
　
も
　
き

を
著
者
猫
得
の
立
場
に
於
い
て
把
へ
、
そ
の
中
に
著
者
の
所
謂
「
獲
展
的
歴
史

瀦

介

思
想
」
の
成
立
と
完
成
と
を
古
く
時
代
を
遡
っ
て
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

著
蒋
自
身
の
史
學
理
論
を
主
張
せ
ん
と
す
る
一
つ
の
斗
掻
に
他
な
ら
な
い
。

本
書
の
取
扱
ふ
と
こ
ろ
は
、
十
九
世
紀
猫
逸
史
學
に
及
ば
ん
と
し
て
果
さ
ず
、

僅
か
に
啓
蒙
史
學
よ
リ
ロ
マ
ソ
テ
ィ
ク
史
學
へ
の
推
移
を
暗
示
す
る
ヘ
ル
デ

ル
の
思
想
を
説
く
こ
と
に
於
い
て
、
一
言
の
完
結
を
與
へ
て
る
る
に
す
ぎ
な

い
Q
著
者
は
、
「
本
書
を
以
て
、
歴
史
叙
述
の
塩
鱒
を
包
括
す
べ
き
廣
汎
な
課

題
に
も
懸
へ
ん
」
（
＜
。
四
二
δ
鼻
ω
・
島
）
と
す
る
抱
負
を
洩
ら
し
て
み
る
の
で
あ

る
が
、
か
」
る
槻
舗
に
於
い
て
本
書
を
省
る
と
き
、
恰
も
「
ヘ
ル
デ
ル
が
そ
の

畢
生
の
偉
大
な
歴
史
薪
作
を
中
絶
し
、
こ
れ
を
一
つ
の
ト
ル
ソ
ー
の
ま
」
に

置
い
た
」
（
二
六
四
頁
）
如
く
、
ブ
ラ
イ
ジ
ヒ
も
亦
、
本
書
を
か
Σ
る
も
の
と

し
て
未
完
成
に
終
ら
し
め
て
み
る
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
本
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

く
。
コ
〈
o
詳
結
尾
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
聖
跡
は
今
後
更
に
科
學
史
的
及
び
科
肇

あ
　
ヘ
　
へ

理
論
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
飲
を
蔽
は
ん
と

す
る
企
圓
を
有
し
て
み
る
や
5
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
本
書
は
、
同
じ
著
者
に

よ
っ
て
近
く
公
刊
さ
れ
る
と
云
ふ
「
獲
展
患
愁
の
新
形
成
」
並
び
に
「
護
身
的

歴
史
研
究
の
理
論
」
の
二
階
と
共
に
、
著
者
の
理
論
膿
系
を
構
成
す
る
一
つ
の

三
部
作
を
形
づ
く
る
も
の
で
あ
ら
う
。
す
で
に
一
九
二
六
年
に
諸
悪
を
迎

へ
た
此
の
老
大
家
が
、
近
年
績
々
と
大
作
を
獲
表
し
、
殊
に
近
く
自
己
の

、
．
O
居
毎
臼
茜
。
コ
く
9
回
O
o
m
琶
崇
。
｝
自
評
⇔
、
．
を
世
に
公
に
せ
ん
と
す
る
、
そ
の

熟
意
と
努
力
に
饗
し
て
、
吾
々
は
敬
意
の
念
を
禁
ず
る
こ
と
が
出
來
な
い
Q

（
＜
2
㌶
σ
q
く
。
口
寓
・
欝
罵
。
シ
H
鷲
。
器
”
早
戸
い
曾
ω
簿
Φ
ロ
層
｝
）
δ
㎝
o
｝
ピ
カ
㌶
’

H
ρ
一
）
〔
中
山
U

第
ニ
ナ
ニ
巻
　
節
一
跣
　
　
ニ
ニ
一
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